
神戸大学・工学研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

CPU・GPU・ASIC同時開発のためのモデルベース画像処理設計ツールの構築

Model based design tool of image processing algorithms for CPU, GPU, and ASIC.

９０２７３７６３研究者番号：

黒木　修隆（Kuroki, Nobutaka）

研究期間：

１５Ｋ０００７７

平成 年 月 日現在３０   ５ １７

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：近年はスマートフォン、4K/8Kテレビ、デジタルカメラ等の開発において、画像処理
回路の搭載は不可欠となっている。本プロジェクトは、そのような回路の設計を支援するツールとして“
CVBuilder”を開発し、インターネット上で無償公開した。“CVBuilder”を用いれば、所望のアルゴリズムをグ
ラフィカルに記述するだけで、OpenCVのソースコードを自動生成することが可能である。生成されたコードは
CPUまたはGPU上で即実行可能であるため、開発効率が大きく改善される。“CVBuilder”は画像処理技術者にと
って非常に有用であるのみならず、将来の画像処理研究者を目指す学生の教育にも利用可能である。

研究成果の概要（英文）：Recently, image processing circuits are very important in smart phones, 
4K/8K televisions, digital cameras, etc. In this project, we have developed a CAD tool "CVBuilder" 
and released it on the Internet. The CVBuilder can generate OpenCV codes from simple descriptions of
 image processing algorithms automatically. Those codes are executable on CPU or GPU immediately. 
Thus we can easily develop image processing circuits. CVBuilder is very useful for not only 
developers, but also students learning image processing technologies.

研究分野：情報通信工学
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１．研究開始当初の背景 
近年の情報家電製品、例えばスマートフォ

ン、４K／８K テレビ、ディジタルカメラ、
ドライブレコーダ、監視カメラ等には、ほぼ
全てに画像処理回路が搭載されていると言
っても過言ではない。その製造にあたっては、
国際的な競争が激しく、品質のみならず、開
発スピードが重要視されている。日本が国際
的な競争力を持つためには、大学や研究所が
持つ優秀な理論・技術を短期間で製品に実装
する能力が必要である。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトは、画像処理のためのハー

ドウェア／ソフトウェア／GPU の３つを同
時に開発可能な自動合成ツール“CVBuilder”
の構築を目標として実施された。これにより、
画像処理回路の生産性を飛躍的に改善でき
ると考える。 

 
３．研究の方法 
本研究では画像処理アルゴリズムの簡単

な記述からOpenCV用のC++ソースコードを自
動生成するソフトウェアを構築する。OpenCV
とは、世界的に普及している画像処理ライブ
ラリであり、CPU や GPU に対応していること
から、このソースコードを自動生成すること
は開発効率の大きな改善につながると考え
た。インターフェースについては、PC 上の簡
単なマウス操作によってアルゴリズムを構
築できるように、モデルベース設計手法を取
り入れた。これらの機能を持つ CAD ツール
“CVBuilder”を 3 年間で完成させた。これ
によって産業界および画像処理の研究分野
の発展に貢献できると考える。 
 
４．研究成果 

本プロジェクトでは、画像処理アルゴリズ
ム設計ツール“CVBuilder”を開発し、無償
でインターネット上に公開した。このツール
による設計の様子を図 1に示す。 

設計者は図 1(a)のように PC 上でマウスを
用いた簡単な操作によって画像処理アルゴ
リズムを記述する。次にメニューから
“OpenCV コード生成”を選ぶことにより、(b)
のような C++言語のコードを自動生成するこ
とができる。これを(c)のように Microsoft
社のコンパイラ Visual Studio に通すことに
より、CPU または GPU で動作する画像処理プ
ログラムを構築することができる。 

“CVBuilder”は製品開発において非常に
有用であるのみならず、画像処理アルゴリズ
ムの研究にも有用である。さらに、将来の画
像処理技術者を目指す学生の教育にも利用
可能である。今後もインターネットを通じて
設計例を公開・充実させて行く予定である。 
 
 
 
 

 
 

図 1 完成した画像処理 CAD ツール“CVBuilder”

(c) Visual C++によるコンパイル 

（http://cas.eedept.kobe-u.ac.jp/Wel 

comeES1/OpenSoft/CVB/ にて一般公開中）

(a) モデル設計ウインドウ 

(b) 自動生成された OpenCV 対応コード 
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ES1/ OpenSoft/CVB/ 
 
６．研究組織 
(1) 研究代表者 

黒木修隆（KUROKI, Nobutaka） 

神戸大学・大学院工学研究科・准教授 

 研究者番号：90273763 

 
(2) 研究分担者 

沼 昌宏（NUMA, Masahiro） 

神戸大学・大学院工学研究科・教授 

 研究者番号：60188787 

 
 


